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市政だより F 一人口の動き

5月1日現在 前月比

人口 56，392 +203 

男 27，169 + 70 

女 29，223 +133 

世帯数 14，530 +102 
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，曲、

乙

と

を

と

じ

て

く

だ

さ

い
)

O 

よい子の手洗い (大村幼稚園にて)

かにし 私たも、 はつい、 のよこ せんたくし 槽せんたがく を口や き耽出るシ おふかいろ、 疲れをイレ、 清潔で世適 てすいま。 誇水清がら た食器白 きlれにいa、 わゃさな朝か をl玄 たちといっ を口 朝き起て てえささい 康で たのそばにあ 水蓋陪 水 文化

てれすまく。 金活のを でもどこ、 水うv円 てれすまく んどど だでひね廿る、 ワャ1、 勢い い 水洗なト にげし 上生野菜のに 洗れわに めすじま。 しよ すす水道はぐ、 顔を、 すま。 明文イるい生若をヒ つ、 いっ
生
道活

豊 で道 ん じよくやす暖 輝い 卓の食 活動に私洗い 健 あなも と
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(2) りおおむ市政だより

回

選

び

ぬ

け

悔

い

な

く

六

年

ま

か

す

人

固

ロ
見

直

そ

う

参

院

選

の

意

義

と

価

値

固

四
月
の
統

一
地
万
選
挙
に
つ

づ

い
て
、
き
た
る
六
月
二
十
七
日
に

は
第
九
回
目
の
参
議
院
議
員
選
挙

を
迎
え
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
選
挙
で
は
全
国
選
出
議
員

五
十
名
、
地
方
選
出
議
員
七
十
六

名
、
計
百
二
十
六
名
の
改
選
が
行

な
わ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
が
、

有
権
者
の
す
べ
て
が
、
良
識
の
府

と
し
て
の
参
議
院
の
性
格
と
そ
の

国
政
上
に
占
め
る
重
要
性
を
よ
く

認
識
の
う
え
、
こ
ぞ
っ
て
投
票
に

参
加
し
、
自
由
な
意
志
に
基
づ
い

て
自
覚
あ
る
投
票
を
い
た
し
ま
し

ょ・っ。

昭和46年6月1日
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らかに英霊よやす11 

11 ださお眠り

春の殉国者慰霊祭

国
の
平
和
を
願

っ
て

な
く
な
ら
れ
た
英
霊
五

万
九
干
六
百
二
十
一

柱

を
祭
る
三
城
城
跡
の
長

崎
県
忠
霊
塔
で
春
の
慰

霊
祭
が
、
お
ど
そ
か
に

お
乙
な
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
の
す
み
き
っ
た

大
空
の
も
と
に
、

遺
族

の
か
た
が
た
は
、
ひ
さ

し
ぶ
り
に
対
面
す
る
今

は
な
き
父
や
子
、
そ
し

て
夫
の
英
霊
に
深
い
祈

り
を
さ
さ
げ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
度
分
の
市
県
民

税
の
納
税
通
知
蓄
を
六
月
十
二
日

ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

今
年
度
は
別
表
の
と
お
り
諸
控

除
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

乙
の
結
果
、
課
税
最
低
限
が
給
与

所
得
者
夫
婦
子
供
三
人
の
五
人
家

族
の
場
合
八
十
六
万
四
百
七
十
一

円
(
前
年
七
十
四
万
一
千
三
百
二

十
九
円
)
と
な
り
ま
す
。

投
票
日
の
当
日
つ
ぎ
の
よ
う
な
を
提
出
し
て
も
ら
わ
な

け

れ

ば

な

者

~
理
由
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
投
り
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票
用
紙
な

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
山

川
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
ど
の
請
求
は
、
前
も
っ
て
す
る
乙
故
に
よ
り
市
外
に
旅
行
中
ま
た
戸

川
で
き
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
と
も
で
き
ま
す
か
ら
、
乙
れ
ら
の
は
滞
在
中
の
者

ん
不
在
者
投
票
を
す
る
乙
と
が
で
き
理
由
に
該
当
す
る
場
合
は
じ

?
っ

③
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具
、

十
ま
す
。

ぶ
ん
活
用
し
て
く
だ

さ

い

。

ま

た

は

産

じ

ょ
く
に
あ
る
た
め
山

な
お
不
在
者
投
票
を
す
る
と
き
不
在
者
投
票
の
で
き
る
理
由

歩
行
が
著
し
く
困
難
な
者

(
在
川

山
は
、
投
票
日
の
当
日
投
票
所
に
い

①
投
票
区
の
区
域
外

に

お

い

て

、

宅
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
)

っ
て
投
票
で
き
な
い
旨
の
宣
誓
書

職

務

ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の
向
大
村
市
か
ら
他
市
町
村
に
転
出
内

…

不

在

者

投

票

の

し

か

た

…

し

た

人

ま

た

は

転

出

予

定

の

人

だ

さ

い

。

大

村

市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
山

ま
た
、
他
の
市
町
村
か
ら
大
村
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

お

よ

局

戸

市
に
転
入
さ
れ
て
、
ま
だ
大
村

び
時

間

く

わ

し

い

乙

と

は

、

市
選
挙
管

山

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
六
月
四
日
か
ら
六
月
二
十
六
日
ま
理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
山

て

い

な

い

人

(

本

年

三

月

二

日

で

い

。

山

ま
で
に
住
民
登
録
の
届
出
を
し

0
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

電

話

一

た
方
は
登
録
さ
れ
ま
す
)
は
、
午
後
五
時
ま
で

(
土

曜

、

日

曜

川

六
四

O
六
〆
直
通
)
臨
時

選
挙
人
名
簿
の
登
録
地
に
請
求

も

含
む
)

四
一
一
一
(
内
線
二
四
七
)

(宣
誓
書
も
同
封
)
を
し
て
く

O
不
在
者
投
票
の
場
所

H

市 民税の

諸控除額を

引き上げ

納付書を発送

(長崎県忠霊塔〉奏吹鎮」の「国

昭和45年度

基 礎控除 140.000130.000 

配偶者 I 1RO. 000 110.000 

扶 養 11 E笥1111隅入01老00自の，，IOと100い日0犀明偶1B9A者O0目の，UmなOいO o 

障婦害、者勤労、老学年生者控、寡除 90.000 80.000 

特別障害者控除 110.000 100，000 
生命保険料開除 27.500 2S.000 

老障課害令税者者の範、、未寡囲成婦年の者非、 350.0001320.000 
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水
道
は
都
市
発
展
の

ノミ

口

メ
ー
タ
ー

六
月
一

日
か
ら
七
日
ま
で
は

『水
道
週
間
』

で
す
。
水
道
で、

伝
染
病
や
火
災
を
防
ぎ
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

「水
道
は
都
市
発
展
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
」
と
い
わ
れ
、
日
常
生
活
に

は
必
要
不
可
欠
の
施
設
で
す
。

大

村
市
内
で
も
大
正
の
中
期
ど
ろ
四

斗
た
る
一

杯

(約
七
十
二
リ

ッ
ト

ル
)
を
二
銭
で
売
り
歩
い
た
時
代

か
ら
赤
痢
や
疫
痢
の
智
威
に
な
や

ま
さ
れ
、
町
民
の
強
い
要
望
に
よ

っ
て
、
大
正
十
五
年
町
議
会
で
水

道
布
設
の
議
決
が
な
さ
れ
ま
し
た

昭
和
三
年
給
水
人
口
一

万
人

(
計

画
)
を
対
象
と
し
て
工
費
十
四
万

円
を
も

っ
て
創
設
さ
れ
て
以
来
五

回
に
わ
た
る
拡
張
工
事
を
か
さ
ね

りおおむ市政だより(3) 

r 

(中央小学校)

四
十
余
年
の
年
月
を
経
て
給
水
管

延
長
四
十
万
メ
ー
ト

ル
(
大
村
か

ら
鹿
児
島
ま
で
の
距
離
)
に
及
ぶ

地
下
網
を
は
り
め
ぐ
ら
し
て
お
り

現
在
給
水
戸
数

一
万
戸
で、

給
水

人
口
四
万
三
千
人
、
普
及
率
七
十

八
Mm
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

水
の

需
要
に
乙
た
え
る
た
め
昼
夜
の
別

な
く
活
動
し
て
い
る
施
設
は
、
地

下
水

を
く
み
あ
げ
る

ポ
ン
プ
所

(平
均
日
産
手
立
方
メ
ー
ト
ル
)

十
三
カ
所
と、

坂
口
浄
水
場
で
は

原
水
か
ら
硫
酸
パ
シ
ド
に
よ
り
不

純
物
を
結
合
沈
下
さ
せ
、
ろ
過
池

を
通
し
配
水
池
で
塩
素
滅
菌
に
よ

っ
て
安
心
し
て
の
め
る
飲
料
水
に

し
て
み
な
さ
ん
の
家
庭

へ
送
り
続

け
て
お
り
ま
す
。

じゅうぶんに水を使って学校給食の調理

…
水
道
週
間
の
サ
ー
ビ
ス
一

一

水
道
部
で
は
、

水
道
週
間
の
一

一
期
間
中
つ
ぎ
の
よ
う
な
サ
l
ビ
~

~
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
一

一
利
用
く
だ
さ

い

。

一

一
ム
浄
水
場
の
一

般
公

開

一

-

坂
口
の
浄
水
場
を
公
開
し
ま
-

一

す

(
乙
乙
は
水
道
水
の
製
造

一

~

工

場
で

す

)

-

~
ム
給
水
せ
ん
お
よ
び
上
部
の
取

一

一

り
替
え
が
半
額

ん

~
(
た
だ
し
大
村
市
型
の
み
と
一

~
し
、
特
殊
せ
ん
を
除
き
ま
す
)
一

ンさん』『ょうこそ、キャサリ

消防署を訪問

1 

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
交
換
学
生
と

し
て
大
村
高
校
で
留
学
中
の
キ

ャ

サ
リ
ン
・
R
・
ゼ
ラ
ー
さ
ん
は
、

社
会
学
を
勉
強
の
た
め
、
五
月
二

十
一
日
消
防
署
を
訪
問
し
ま
し
た

キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
は
、
ニ
ュ

l

ヨ
ー
ク
州
か
ら
昨
年
八
月
来
日
し

一
年
間
留
学
す
る
乙
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、

今
ま
で
に
い
ろ
い

説明を聞くキャサりンさん

ろ
勉
強
し
て
、

剣
道
に
た
い
へ
ん

興
味
を
も

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
定
期
招
集
日
で
、

通
常
点
検
や、

機
械
器
具
の
点
検

を
見
学
し、

消
防
長
の
訓
示
を
署

員
と
い
っ
し
ょ
に
聞
か
れ
ま
し
た

最
後
に、

座
談
会
を
し
て
、
じ

ょ
う
ず
な
日
本
語
で
感
想
を
語
り

質
問
に
も
答
え
ら
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
す
ど
し
ま
し
た
。

競 技 15/29期15/3016/51 6/6日iiV71 場

市営野球場

市営グ補助庁 01010 ランド
玖島グ中学校H O O ランド

。 O O O 西小中クー ・中央ランド
ラグビー・ O O O O O 放虎グ原フッ トボール ラ ビ一場

λY O O 校大村グ園芸品
ランド

市陸営上競技場アーチェリー O O 

山 岳 O O O 多良山系

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
グ

県
民
総
合
体
育
大
会
ひ
ら
く
程

昭
和
四
十
六
年
度
の
長
崎
県
民
総
合
体
育
大
会
は
日

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
と
い
っ
し
ょ
に
、
六
月
場会

五
日
(
ラ
グ
ビ
ー
は
五
月
二
十
九
日
)
か
ら
八
日
ま
村大

で、

県
下
各
地
で
は
な
ば
な
し
く
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
村
市
の
代
表
選
手
二
百
九
十
三
名
は
十
九
種
目
に

郷
土
の
栄
誉
を
に
な
っ
て
、
出
場
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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(4) りおおむ

漂
流
物
を
拾
得

V
拾
得
物
件

て
ん
ま
船

一
隻

長
さ

五

・

四

メ
ー
ト
ル
、

幅

一
・
一

メ
ー
ト

ル

V
拾

得

日

五

月
十
四
日

V
場

所

松

原

一

ノ

郷

沖

海

上

V
心
当
り
の
方
は
会
計
課
用
度
係

ま
で

市政だより

第
刊
回
市
民
美
術
展
覧
会

。

と

き

六
月
四
日

l
七
日

午
前
九
時
J
午
後
五
時

。
と
乙
ろ
大
村
市
民
会
舘
三
階

。
入

場

料

無

料

。

出

品

洋
画
、
日
本
画
、
南

画
、
写
真
、
書
道
、
彫
塑
工
芸

版
画

皆
様
の
ど
参
観
を
お
待
ち
し
ま
す

発
明
相
談
室
開
設

舎
と

き

六

月

十

二

日

(

土

)

十
時
か
ら
十
二
時
ま

で

令
と
乙
ろ
市
商
工
観
光
課

※
県
発
明
協
会
よ
り
担
当
者
が
出

向
い
て
き
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

遊

漁

者

の

み

な

さ

ん

最
近
船
を
使
用
し
て
、
つ
り
を

楽
し
む
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
が

遊
漁
船

(
動
力
付
き
)
を
お
持
ち

の
方
で
、
他
の
人
を
乗
船
さ
せ
る

場
合
は
資
格
が
い
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
乙
れ
が
対
策
を
た

て
る
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、

資
格
取
得
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、

六
月
十
五
日
ま
で
に
農

林
水
産
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。青

年

学

級

を

開

設

勤
労
青
年
の
た
め
の
講
座
を、

次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
の
で
、

さ

そ
い
合
っ
て
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

f¥ 

⑨
青
年
リ
ー
ダ
ー
講
座

O
内
容
団
体
運
営
法
、

青
年

の
心
理
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

O
開
講
日
毎
月
第
二
水
曜
日

午
後
七
時
J
九
時

O
対

象

四

十

名

青
年
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
、

グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
も

含
む

A
W
女
子
青
年
講
座

O
内

容

調

理
及
び
実
習
、
レ

ク
リ
エ

l
シ
ヨ
ン
ほ
か

O
開

講

日

毎

月
第

て

第
三

水
曜
日
、

午
後
六
時
J
八
時

<'J' 

6月の日曜当番医

|所在地 |診療 科 目 |医院名 |電話

武部 内 科近藤医院I2527 
6 東本町 整形外科貞秘整形外科 2602
日松並産婦人科後藤産婦人科 6015
竹松内科・外科原医院 8427

本町 眼 科岩崎眼科 3435・
13 日!松並 整形外科松永整形外科 4300j
寿古郷内 科長崎医院 8615: 

|玖島 |内

寺井医院 3574 : 
20 東三域産婦人科 長野病 院 2107 : 
日諏訪小児科 出口小児科 2252 : 
原 口 i内・整形外科橋 口医院 8739 : 

東本町 内 科 藤井医院 3878 ; 

27 
杭出津 産婦 人科 中央産婦人科 3850 : 

日 杭出津 外科 佐藤外科 3070 : 
並松 内 科 野口医院 2339 : 
血血血血血且且祖色轟轟轟轟轟轟轟且---晶且畠晶畠-_.邑且晶且晶

F ， 

O
対
象

女
子
青
年

四
十
名

O
経
費

材
料
代
個
人
負
担

両
講
座
と
も
、
六
月
十
日
ま
で

に
、
市
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

定
数
に
達
し
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
。

毒
物
・
劇
物
の
取
扱
者

試

験

試
験
期
日

筆
記
試
験
昭
和
四
十
六
年
六

月
二
十
四
日
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

実
地
試
験
同
日

午
後

一
時
三
十
分
か
ら
五
時
ま

で
試
験
の
場
所

1
長
崎
市
立
山
町
二
番
地

長
崎
県
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル

2
諌
早
市
貝
津
町
三
一
一
八
番
地

県
総
合
農
林
試
験
場
(
講
堂
)

3
佐
世
保
市
八
幡
町

一
番
地

佐
世
保
市
中
央
公
民
舘

受
験
手
数
料

五
百
円

顕
著
締
切

昭
和
四
十
六
年
六
月
七
日

五
時

願
書
提
出
先
大
村
保
健
所

※
出
願
手
続
き
、
そ
の
他
詳
細
に

つ
い
て
は
大
村
保
健
所
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

、生活学校での裏劃なみなさん 。

(9) 大村市連合婦人会

市
内
八
地
区
の
婦
人
会
で

組
織
さ
れ
、
地
区
相
互
の
緊

密
な
連
絡
を
図
り
な
が
ら
会

員
の
教
養
を
高
め
、

親
ぼ
く

を
深
め
る
と
と
も
に
地
域
社
会
の

発
展
に

つ
と
め
る
乙
と
を
目
的
に

教
養
部
、
生
活
部
、
社
会
部
、

厚

生
部
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
貸
衣
装
部
の
運
営
や

農
協
婦
人
部
と
提
携
し
て

開

設

し
た
マ
マ
美
容
院
な
ど
会
員
の
福

祉
、
相
互
扶
助
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

社
会
情
勢
の
推
移
に

伴
う
め
ま
ぐ
る
し
い
生
活
環
境
下

の
今
日
、
婦
人
が
に
な
う
役
割
や

認
識
を
高
め
る
た
め
婦
人
学
級
、

生
活
学
校
、
講
演
会
、
展
示
会
な

ど
を
聞
き
、

家
庭
生
活
、
社
会
生

活
、
消
費
生
活
、
子
ど
も

の

教

育
、
健
康
、
文
化
、
趣
味
、
レ
ク

リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
広
範
な
学

習
と
実
践
を
通
し
て
、
会
員
は
も

と
よ
り
広
く
市
民
の
し
あ
わ
せ
を

守
る
団
体
と
し
て
努
力
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
団
体
を
契
機
と
し
て

の
市
民
運
動
の
推
進
に
は
、
一
人

住
ま
い
の
老
人
や
共
か
せ
ぎ
家
庭

の
子
女

へ
の
愛
の
一

声
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す。

結

成

昭

和

二

十

三

年

五

月

会
員

数

三

千
七
百
五
十
五
名

会

長

小
松
初
子
お
わ
り
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